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子
ど
も
の
権
利
条
約
と
は
？

全
て
の
子
ど
も
（
18
歳
未
満
）
が
生
ま

れ
持
っ
た
能
力
を
十
分
に
伸
ば
し
て
成
長
し
、

幸
せ
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
世
界
共
通

の
願
い
か
ら
、
1
9
8
9
年
に
「
子
ど
も
の

権
利
条
約
」
が
国
連
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
約
で
は
、
子
ど
も
を
大
人
と
同

じ
よ
う
に
一
人
の
人
間
と
し
て
捉
え
、
そ

の
権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

大
人
へ
と
成
長
す
る
途
中
に
あ
り
、
弱
い

立
場
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
保
護
や
配

慮
が
必
要
な
面
も
あ
る
た
め
、
子
ど
も
な

ら
で
は
の
権
利
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
人
の
権
利
の
尊
重

条
約
の
中
で
は
、
自
分
の
権
利
が
他
人

か
ら
尊
重
さ
れ
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、

権
利
を
主
張
す
る
場
合
は
、
自
分
の
権
利

だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
人
に
も
権
利
が

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
相
手
の
こ
と
を
よ

く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も

ふ
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
に
向
け
て

市
で
は
、
子
ど
も
と
保
護
者
を
中
心
に
、

多
く
の
人
々
か
ら
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

思
い
や
考
え
、
意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
（
11

月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
予
定
）。

そ
う
し
た
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
4
年

4
月
の
条
例
施
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

条
例
に
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
な

権
利
を
明
記
す
る
こ
と
に
加
え
、
子
ど
も

の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
場
合
の
相
談
・

救
済
制
度
な
ど
を
盛
り
込
む
予
定
で
す
。

問合せ　こども未来課　155-2731　555-2956　Afu-kodomomirai@div.city.fuji.shizuoka.jp

子どもの権利

子どもの権利条約
4つの原則

市は、国連で採択された「子どもの権利条約」の理念に基づき、全ての子どもの命が守られ、自分らし
く生き、成長・発達していくことができるよう、県内初となる「子どもの権利条例」の制定に向けて取
り組んでいます。

全ての子どもの命が守られ、持って生まれ
た能力を十分に伸ばして成長できるよう、
医療、教育、生活への支援などを受けるこ
とが保障されます。

全ての子どもは、子ども自身や親の人
種、性別、意見、障害、経済状況など、
どんな理由でも差別されず、条約で定
める全ての権利が保障されます。

子どもに関することが行われるときは、「そ
の子どもにとって最もよいこと」を第一に
考えます。

子どもは自分に関係の
ある事柄について、自
由に意見を表すことが
でき、大人はその意見
を子どもの発達に応じ
て十分に考慮します。

みんなで考えよう！

国連・子どもの権利委員会
が、子どもの権利条約の原
則として提唱しているもの

子どもにとって最もよいこと命が守られ成長できること

意見を表明し参加
できること

差別のないこと


